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「
黒
死
館
殺
人
事
件
」
の
完
成
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
発
表
し
た
幾
つ
か
の
短
篇
は
、
い
ず
れ
も
、
路
傍

の
雑
草
の
ご
と
く
、
哀
わ
れ
果は
敢か
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
本
篇
が
「
新
青
年
」

に
連
載
中
は
、
褒
め
ら
れ
る
に
も
、
誹そし
ら
れ
る
に
も
、
悉
く
最
大
級
の
用
語
を
以
っ
て
せ
ら
れ
た
。
事
実
、

そ
の
渦
の
中
で
、
私
は
散
々
に
揉
み
抜
か
れ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
日
本
に
探
偵
小
説
が
出
現
し
て
以

来
、
か
く
も
私
ほ
ど
、
敵
視
さ
れ
た
作
家
も
、
例ため
し
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
が
、
ま
た
一
面
に
は
、

狂
熱
的
に
支
持
し
て
く
れ
る
、
読
者
も
数
多
く
あ
っ
て
、
殊こと
に
、
平
素
探
偵
小
説
な
ど
、
見
向
き
も
せ
ぬ

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
純
文
学
方
面
か
ら
、
霰
々
た
る
激
励
の
声
を
聴
い
た
の
も
、
こ
の
時
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
毫ごう
も
私
は
、
こ
の
怖
ろ
し
い
戦
場
を
見
捨
て
て
、
退
却
す
る
気
に
は
な
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、

そ
う
し
て
回
を
重
ね
て
行
く
う
ち
に
、
案
外
、
生
え
抜
き
の
探
偵
フ
ァ
ン
の
間
に
も
、
私
の
読
者
が
少
な

く
な
い
の
を
知
っ
て
、
心
強
く
な
っ
た
。
と
も
あ
れ
、
こ
の
一
篇
は
、
い
ろ
い
ろ
な
意
味
か
ら
し
て
、
私

に
と
る
と
、
貧
し
い
理
想
の
集
積
と
も
云
え
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
、
此こ
処こ
で
一
言
述
べ
て
置
き
た
い
の
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
頻
繁
に
問
わ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
が
、
こ

の
長
篇
を
編
み
上
げ
る
に
就
い
て
、
そ
も
そ
も
着
想
を
何
か
ら
得
た
か
　
　
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、

主
題
は
ゲ
ー
テ
の
「
フ
ァ
ウ
ス
ト
」
で
あ
る
が
、
大
体
私
の
奇
癖
と
し
て
、
な
に
か
一
つ
で
も 

視 

覚 

的 

ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
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な
情
景
シ
ー
ン
が
あ
る
と
、
書
き
出
し
や
結
末
が
、
労
せ
ず
に
泛うか
ん
で
来
る
の
だ
。
そ
れ
が
本
篇
で
は
、
第
三
篇

中
の
山
場
　
　
す
な
わ
ち
、
吹
雪
の
夜
に
墓
窖
を
訪
れ
る
場
面
に
当
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
黒
死
館
の

着
想
を
、
「
モ
ッ
ツ
ァ
ル
ト
の
埋
葬
」
か
ら
得
た
と
云
っ
て
も
、
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。

　
楽
聖
モ
ッ
ツ
ァ
ル
ト
の
埋
葬
は
、
霙
み
ぞ
れを
交
え
た
北
風
の
吹
き
荒
む
、
十
二
月
の
空
の
下
に
行
わ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
葬
儀
に
列
な
っ
た
も
の
は
、
宮
廷
合
唱
長
の
ア
ン
ト
ニ
オ
・
サ
リ
エ
リ
ー
、
友
人
ジ
ュ
ス

マ
イ
エ
ル
ほ
か
四
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
柩
が
墓
地
門
に
着
い
た
頃
は
、
そ
れ
等
の
人
も
一
人
去
り
二

人
去
り
し
て
、
残
っ
た
の
は
、
僅
か
に
柩
車
を
駆
る
馭
者
一
人
の
み
。
ま
た
、
そ
れ
を
迎
え
た
の
も
、
穴

掘
ハ
ル
シ
ュ
カ
一
人
だ
っ
た
と
云
う
、
ま
さ
に
、
芸
術
史
上
空
前
の
悲
惨
事
な
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、

モ
ッ
ツ
ァ
ル
ト
の
死
が
、
私
に
「
黒
死
館
」
を
齎もた
ら
し
た
と
も
云
え
る
訳
で
あ
る
。
な
お
終
り
に
、
本
篇

の 

上  

梓 

じ
ょ
う
し

に
際
し
、
江
戸
川
・
甲
賀
の
両
氏
か
ら
序
文
を
賜
わ
っ
た
こ
と
と
、
更
に
、
松
野
氏
の
装
釘
に

対
す
る
苦
心
　
　
探
偵
小
説
と
し
て
は
、
恐
ら
く
空
前
の
豪
華
版
で
あ
ろ
う
が
　
　
以
上
の
三
氏
に
は
、

衷
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と
思
う
。
わ
け
て
も
、
本
篇
の
連
載
中
、
水
谷
準
氏
か
ら
う
け
た
好
意

の
数
々
は
、
ま
こ
と
何
に
も
ま
し
て
、
忘
れ
難
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

　
　
昭
和
十
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
田
ヶ
谷
の
草
屋
に
て
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著
者
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
日
本
探
偵
小
説
全
集6

　
小
栗
虫
太
郎
集
」
創
元
推
理
文
庫
、
東
京
創
元
社

　
　
　1987
（
昭
和62

）
年11

月27

日
初
版

　
　
　2003
（
平
成15

）
年7

月11

日14

版

底
本
の
親
本
：
「
黒
死
館
殺
人
事
件
」
新
潮
社

　
　
　1935

（
昭
和10
）
年5
月

初
出
：
「
黒
死
館
殺
人
事
件
」
新
潮
社

　
　
　1935

（
昭
和10

）
年5

月

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ

て
い
ま
す
。

※
底
本
に
お
け
る
表
題
「
著
者
之
序
」
に
、
底
本
名
を
補
い
、
作
品
名
を
「
「
黒
死
館
殺
人
事
件
」
著
者

之
序
」
と
し
ま
し
た
。

入
力
：
川
山
隆

校
正
：
米
田
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2012

年1

月15

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ

ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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